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■授業の目的及び到達目標
生徒指導を教育活動全体を通じて組織的に推進することができるように、その意義や原理、進め方を理解する。
到達目標：発達段階に応じた生徒指導の意義や原理、それを踏まえた学級（ホームルーム）・学年・学校における生徒指導
の進め方及び生徒指導上の主な課題と、校内外との連携も含めた組織的な対応の在り方を理解する。

■授業計画

1 生徒指導の意義と原理１
導入では授業オリエンテーションを行い、続いて学校教育について概要に触れ、その後、生徒指導の意義と課題につ
いて講義及びグループでの協議を行い、理解を深める。

2 生徒指導の意義と原理２
生徒指導の変遷を紐解くとともに、生徒指導の前提となる発達観と指導観を把握し、集団指導及び個別指導の方法原
理を理解する（含む演習）。

3 こどもに関する法と生徒指導提要
「子どもの権利条約」及び「子ども基本法」について理解を深め、生徒指導提要に基づく生徒指導の在り方について考
察する。演習では、初歩的な生徒対応スキルを身に付ける。

4 学校教育と生徒指導
校務分掌の組織としての生徒指導部を考察するとともに、実際の学校で行われる指導について理解する。また、本人
に対する理解と集団に対する理解を深め、他教科や特別活動との関連性について学習する（含む演習）。

5 生徒指導の進め方　１　
学校の指導方針、学校・学年・学級（ホームルーム）の教育計画に基づいた組織的な取組の重要性を学級（ホームル
ーム）担任のルーティンをもとに理解する。

6 生徒指導の進め方　２
基本的な生活習慣を確立し、規範意識・倫理観を醸成する日常的な生徒指導の在り方を理解する（含む演習）。

7 生徒指導に関わる国内法制度
校則、懲戒、体罰等の生徒指導に関する決まりや法令などの内容を理解し、それらの課題に対処していく方法を考え
る（含む演習）。

8 個別の課題を抱える生徒への指導　１
学級（ホームルーム）担任、教科担任等の立場で生徒の自己肯定感を育む生徒指導をどう進めるかを考える（含む演
習）。

9 個別の課題を抱える生徒への指導　２
少年非行・暴力行為の定義を理解し、早期発見の事例を通して生徒指導上の現実的な対応の方法を考察する（含む演
習）。

10 個別の課題を抱える生徒への指導　３
いじめ、不登校の定義を理解し、事例（高校中退を含む）を通して生徒指導上の対応の視点を理解する。

11 個別の課題を抱える生徒への指導　４
インターネットや性に関する課題、児童虐待、自殺などへの生徒指導上の対応の視点を理解する。

12 家庭・地域・関係機関との連携
個別の課題を抱える生徒への指導に「チーム学校」としてどう対応するかを具体的に考える。

13 学修のまとめ
学修のまとめとして試験を行い、フィードバックとしての解説を行うことで学修の到達度を確認する。

■授業の方法
・教科書及び生徒指導提要を使った講義を行う。
・グループ討議を行い、意見の集約、発表、ディベート等を行う。
・場面指導におけるロールプレイを行う。
・授業を振り返り、レポートを作成する。

■予習・復習
予習：教科書の次回の授業範囲にあたる部分を通読し、質問や意見が述べられるようにする(１時間程度）。
　　　関連情報を収集し、自らの意見が述べられるようにしておく（１時間程度）。
復習：各授業内容を振り返りレポートを作成し、力量向上を図る（２時間程度）。

■成績評価の方法（成績の評定方法、授業態度、レポート等の扱い）
・試験６０％、課題やレポートの作成（予習分、復習分を含む）提出、演習を含めた授業中の取組状況４０％で評価する。
なお、毎回、課題等の講評を行う。グループ協議における姿勢・態度の発出を観察し評価する。

■教科書・参考書
教科書：「生徒指導・進路指導１５講」梅澤秀監他編著・大学図書出版
参考書：「生徒指導提要（改訂版）」文部科学省

■関連する科目
「教職論」「教育原理」「教育課程論」「特別活動論」「総合的な学習の時間指導論」等、教職課程科目

■当該科目の実務経験（該当する場合のみ記載）
担当教員は、43 年間の公立学校での教職経験（教員・教育管理職）や教育行政への従事により、事例及び対応経験を豊富に
持つ。また、小中高を対象とした生徒指導・特別活動の研究を継続して行っている。


